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葉山町は、平成 27 年３月に令和６年度（2024 年度）を目標年次とする「第四次葉山町総

合計画」を策定しました。この総合計画の基本構想では、これまで築きあげてきたまちづくり

を尊重し、継承しながら、「人を育てる葉山」、「暮らしを守る葉山」、「活力を創造する葉山」、

「みんなでつくる葉山」の４つの基本理念に基づいた新しいまちの将来像を、「美しい海とみど

りに 笑顔あふれる こころ温かな ふるさと 葉山」として掲げるとともに、まちづくりのため

の 11 の基本目標とその目標を実現するための施策の大綱を定めました。また、令和２年度

（2020 年度）までの６年間を計画期間とする前期基本計画を併せて策定し、施策の大綱を実

現するため、40 の基本施策とその具体的な取り組みとして 92 の単位施策を掲げ、様々な施

策や事業を総合的、計画的に着実に進めてきました。 

 

前期基本計画策定から６年が経過する今日、さらに今後の４年先を考えると、少子高齢化・

人口減少社会の進行、高度情報化社会の進展、環境問題への関心の高まり、産業構造の変化、

また、頻発・激甚化する気象災害や、切迫する巨大地震への備えなど地方自治体を取り巻く社

会環境の変化は加速度を増し、更なる迅速な対応が求められています。 

とりわけ、令和２年１月に発生・拡大した新型コロナウイルス感染症は、政府において 100

年に一度の国難と言われ、世界規模で社会・経済に深刻な打撃を与えており、本後期基本計画

の策定時にあって、感染症の拡大終息と経済復興までには、相当の期間を要することが予想さ

れます。 

本町においても、その対応への歳出の増大や、リーマンショック時を超える国内総生産

（GDP）の落ち込みに伴う税収の減少、さらには、新たな生活様式への対応など、今後のまち

づくりを進めて行くうえで、どれほどの影響を及ぼすかについて予測がつかない状況です。本

後期基本計画に掲げる施策等に、その影響を踏まえた対策等を十分に考慮し、反映させきれて

いない部分もあり、今後の状況に応じては、計画の変更や見直しなどを含め、柔軟に対応する

ことが求められることも想定されます。 

 

しかし、こうした状況下においても、構想に掲げたまちの将来像を念頭に置きながら、絶え

ず変化する社会環境に的確に対応し、その地域の特色にあったまちづくりを進めていくことが

求められます。そのためには、これまで築きあげてきたまちづくりを尊重し、その成果を継承・

発展させながら、町のあるべき姿に向かって計画的かつ柔軟にまちづくりを進めていかなけれ

ばなりません。その担い手は行政や議会をはじめ、町民、地域組織、NPO（特定非営利団体）

やボランティア団体、事業者といった多様な主体であり、町に住むすべての町民が互いに助け

合い、支え合って、まちづくりを進めていくことがさらに重要となっています。 

 

こうした認識のもと、「第四次葉山町総合計画前期基本計画」の成果と今後の課題を踏まえ、

これからのまちづくりの指針として「第四次葉山町総合計画後期基本計画」を策定し、掲げる

将来像の実現に向けたまちづくりに取り組んでいきます。 

第  章 計画の策定にあたって 
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最新の社会動向を反映した計画としています。 

社会動向を的確に反映した計画 

めざす姿、目標が明確で、だれにでも分かりやすく、使いやすい計画 

進行管理（評価）ができる計画 

町民と協働で推進できる計画 

将来像が明確に描かれていて、町民にとっても職員にとっても分かりやすく、使いやすい計

画とするために、「あれも、これも」の総花的主義を脱却し、盛り込む内容を「厳選」するこ

とにより、簡素で明快な計画としています。 

政策・施策・事業が分かりやすく対応し、PDCA（「計画（Plan）」→「実行（Do）」→「評

価（Check）」→「見直し（Action）」）サイクル
*
による評価・改善ができる計画としていま

す。 

地域の課題解決のためには、「自助・共助・公助」の３つが適切に機能することが大切であ

るという考え方を基本に、町民と行政が適切な役割分担のもと、お互いができることを行い、

できないことを補い合う「補完性の原則」を尊重した、協働によるまちづくりを目指す計画と

しています。 

第  章 計画の基本姿勢 
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第  章 計画の構成と期間 

1 計画の構成 

「第四次葉山町総合計画」は、基本構想、基本計画、実施計画で構成します。 

基本構想は、まちの将来像と、これを実現するためのまちづく

りの基本目標や取り組みの方向を示すものです。期間は、平成

27 年度（2015 年度）を初年度とし、令和 6 年度（2024 年

度）までの 10 年間とします。 

基本計画は、基本構想で掲げた基本目標を実現するために取

り組む施策を体系的に示し、施策ごとのめざす姿を明らかにし

たもので、実施計画を策定する際の基礎となるものです。 

実施計画は、基本計画に示した取り組みによりめざす姿を実

現するために具体的に実施していく事業を示したもので、各年

度の予算編成や事業実施の指針となります。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

Ⅰ 序論   
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西暦（年度） 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

和暦（年度） 平成 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5 6 

基本構想 
          

基本計画 

          

実施計画 

          

 

10 年間 

6 年間（前期） 

4 年間（後期） 

3 年間（前期・第 1 期） 

3 年間（前期・第 2 期） 

見直し

作業 

見直し

作業 

4 年間（後期） 

2 計画の期間 

基本的な考え方 

総合計画の期間 

① 基本構想については、町政運営の継続性や一貫性の確保という視点から、短期間にその方

向性を大きく変更する性質のものではありませんが、大きな社会情勢の変化や対応すべき

喫緊の行政課題が生じた場合は適切に見直せるよう、その期間を 10 年とします。 

 

② 基本計画については、計画の進行管理の視点から、その期間を４年とします。ただし、前

期については、後期以降の４年というサイクルを生み出すために、変則的に６年とします。 

 

③ 実施計画については、基本計画に示す分野ごとの施策（取り組み）の目標を実現するため

に実施していくものであることから、基本計画と同じ４年を基本的な考え方とします。 た

だし、前期については、基本計画の期間が 6 年であることから、第 1 期と第 2 期に区分

し、それぞれを 3 年とします。 
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第  章 葉山町の特性 

1 立地 ～大都市に近接し、相模湾に臨む～ 

葉山町は、東京都心から約 50 ㎞、横浜市の中心部から約 20 ㎞、首都圏の一角に位置する

面積 17.04 ㎢の町です。 

 

相模湾越しに富士山や伊豆半島を望む三浦半島西北部の丘陵地域で、北は逗子市に、南及び

東は横須賀市に接し、相模湾沿岸の西部や逗子市方面の北部を中心に市街地が広がっており、

東部は山林が多くなっています。 

2 自然 ～美しい海とみどりが保全・活用される～ 

葉山の南北４㎞の海岸線は、砂浜と岩礁の美しい景観を有し、「日本の渚百選」に選出され

るとともに、眺望に優れる長者ヶ崎や森戸の夕照は、「かながわの景勝 50 選」となっていま

す。また、一色、森戸、長者ヶ崎・大浜の３つの海水浴場とマリーナが整備され、マリンスポ

ーツの拠点が形成されています。 

 

一方、市街地の背後に広がる山々のみどりは、首都圏に残された貴重な憩いの空間であり、

ハイキング・散策で活用されています。 

 

こうした恵まれた自然は、御用邸のイメージとあいまって、観光・交流のみならず、葉山へ

の移住・定住にも大きな役割を果たしています。 

葉山町の立地 

 

Ⅰ 序論   
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3 歴史 ～保養地から調和のとれた住宅都市へ～ 

明治時代の中ごろまで三浦半島の寒村にすぎなかった葉山は、横須賀線開通を機に、皇族や

各界名士の別荘が相次いで建設されるとともに、明治 27 年（1894 年）には御用邸の造営が

行われ、首都圏の保養地として発展しました。 

 

その後、高度経済成長の流れを受け、1970 年代から丘陵地が開発されてベッドタウン化

が進みましたが、1980 年代以降は、土地開発への圧力が高まるなかで、開発事業指導要綱を

運用しながら、無秩序な開発の抑制を図ってきました。 

 

また、2000 年代に入っても、町民の高い意識と協力のもと、優れた住環境や景観が形成さ

れてきました。こうした町民による取り組みとともに、町においても、都市計画法に基づく高

度地区の決定や建築基準法に基づく「葉山町建築物の構造の制限や地盤面の設定に関する条

例」の制定などにより、豊かな自然環境と調和のとれた住宅都市の発展に努めてきました。 

 

学術研究・芸術文化面においては、湘南国際村の開村（1994 年）や神奈川県立近代美術館

葉山の開館（2003 年）などにより、高度な都市機能が新たに加わり、町の魅力を一層高めて

います。 
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神奈川県立近代美術館 葉山 

 

 

湘南国際村の地球環境戦略研究機関（IGES） 
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